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１ 企業表彰制度における表彰企業の地域的偏在
筆者は東京都信用金庫協会が1987年から実施している ｢会員企業表彰制度｣ の表彰企業
約2000社について, 調査を行った｡ この調査の概要は別稿 (『千葉商大論叢』 第48巻第２号)
で述べているので詳細はそちらに譲るが, そこで興味深い事実を確認することができた｡
























まず ｢３ 地域イノベーションとは何か｣ で産業集積地域におけるイノベーションの実





鈴 木 孝 男
われているかを示す｡ ｢６ 歴史的産業地域に見られる地域イノベーション｣ ではここで
の議論を整理しつつ, イノベーションを生み出す地域的特性と, そこで形成されている独
自の企業進化 (職人的生産から創造的生産へ) について, 考察した｡ 最後に ｢７ 城東地
域の事例から見られる地域イノベーションの本質｣ において, 古い集積地域において引き


























る現象がみられる｡ これを地域イノベーションと呼ぶ｡ 著名な例としては, アメリカのシ
リコンバレーやオースチン, あるいはフィンランドのオウル, イギリスのケンブリッジな
どがあげられる｡
これらの地域では, ICT 産業やバイオ産業などの先端技術を生かした産業 (企業) が
発展し, それが外部からの資金や労働力の流入を呼ぶという好循環を作り出している｡ 地
― ―98
 シュンペーター (1998年) 31ページ
 ドラッカー (1985年) 52ページ
域内部においては, 労働力の移動や起業が盛んで, 地域内での知識の流動性が高く, それ
が産業発展に結びつくという形をとって, 学習が進んでいる, というのである(３)｡
こうした地域イノベーションの研究は, 産業発展が著しい産業集積地域の事例を中心に




ルの業績が知られている｡ A. マーシャルとその妻 (メアリー・ベイリー・マーシャル)
は, 『経済学原理』 (原著1920年, 邦訳1965年) に先立って書いた 『産業経済学』 (原著
1890年, 邦訳1985年) において, 産業の局地化がもたらす利益に関して以下のように述べ




場, 専用設備の利用, 技術のスピルオーバーの３点から説明しているが, 上記引用で明ら















彼が示したダイアモンド型の４要素による国 (や地域) の競争力の分析によれば, 各産
業において確立されたダイアモンドはすぐにまねすることはできず, 参入障壁として機能






 Ａ＆Ｍ・マーシャル (1985年) 66ページ
 ポーター (1992年) 第３章ほか
例えば日本のオーディオ製品の市場においては, 洗練された要求水準の高い買い手が多
くいるため, 企業は買い手に刺激されて競争力が向上し, 競争優位を確立しようとする,




これに対して, ヨーロッパの研究者たちによって作られたグループである GREMI (と
そのリーダーの一人であるカマニ 〈R. Camagni〉) は, 地域がイノベーションを生み出す
一つの要素となっているとして, 地域とイノベーションとの関係を次のように説明してい
る｡ まず地域を背景にした創造性や持続的イノベーションの発生があることについては,
協同的学習過程 (具体的にはノウハウの統合的移転, 成功体験の模倣, 個人的接触, 公式・
非公式な企業間の協力, 商業・金融・技術上の暗黙的情報の循環) の結果として生ず
る(７)｡ またこの地域環境の経済的機能としては, 情報収集とモニタリング機能, 情報発







これに対して Guiulio Cainelli ＆ Nicola De Liso (2004) は, イタリアの産地を例に,
同一業種の中小企業が特定地域に集積することで, イノベーションが行われていることを
実証的に分析している｡ それによれば, イタリアの産地 (ここではマーシャル型集積地域
と呼ばれている) に立地する製造業企業は, 従来知られている以上に高い創造的努力をし
ている｡ その要因として, 知識のスピルオーバーや産業的雰囲気があげられており, 産業
的雰囲気の内容としてアイデアの伝達, 模倣, 情報の流失などの非公式的活動が, 企業の
革新活動と同様の働きをしている, と述べている(10)｡









 同書 上巻 132ページ
 Camagni (1991) pp.1-3
 同書 130～132ページ
 同書 134～136ページ
 Giulio Cainelli ＆ Nicola De Liso (2004) pp.243-256
同書に所収されている Lazzerette の論文 (フィレンツェの創造的産業の分析) におい




究機関, 研究者, 専門家, 専門店などの集積を指している｡ 彼女は特にフィレンツェにあ
る Opificio Pietre Dure という絵画修復技術のための研究所の活動を取り上げ, そこでは
絵画修復の職人の養成を行っていることを指摘している(12)｡
稲垣京輔 (2007) はイタリアの産地における企業間関係に注目し, 特にボローニャにお
ける包装機械産業の発展と地域との関係に関して, 特定企業からのスピンオフを中心に分
析した｡ 彼はコミュニティーが経済関係を超えた様々な社会的規範 (平等意識に基づいた





一方, 地域が持つ独特の産業風土に関しては, 文学作品的な内容であるが, 東京都大田
区の製造業の現場で働きながら執筆活動を続けていた作家の小関智弘の作品がある｡ 彼の
作品には, 高度な技術や技能を必要とする難しい仕事を探しながらあちこちの工場を渡り
歩く ｢渡り職人｣ の存在や, 独自の加工技術を駆使して製造が困難な部品加工の仕事をこ
なしていく町工場の労働者たちの様子が生き生きと描かれている｡ そこでは, 例えば設計
図がなくて簡単なスケッチ (現場ではマンガと呼ばれている) だけで依頼主の要望を理解
し, 製品として依頼主に提供する企業 (労働者) がある｡ さらには, 必要とあらば道具や
工作機械まで自分たちで作ってしまう企業 (労働者) もあるのだ｡ この場合のマンガを
元にした製品化や工具・工作機械等の製造は現場からのイノベーションということができ
よう(15)｡
小関が取り上げた企業 (労働者) は最終製品を作るのではなく, 依頼主の希望に応じて
部品の加工を専門的に行う企業である｡ これらの企業は主として東京都大田区に立地して






山本俊一郎 (2008) は, 神戸市と東京都台東区という大都市における地場産業の履き物
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 P. Cooke ＆ D. Schwartz (2007) pp.1-18
 Lazzeretti (2007) p177
 稲垣京輔 (2007年) 42ページ
 同書 23ページ
 小関智弘 (1984年, 1998年ほか)
製造業に焦点をあてて, そこにおけるにおける企業間関係やイノベーションの実情につい
て興味深い分析を行っている｡ 神戸においては明治以降, マッチ製造業がおこり, それが
ゴム製造業を経て戦後にはケミカルシューズ製造業に転換するという変化が見られる｡ し
かもその担い手が, 在日韓国・朝鮮人が中心であることが大きな特徴となっている(16)｡
そこでは ｢同胞企業｣ 同士による取引関係が中心になっているが, それはたまたまこの
事業を行っている企業の多くが ｢同胞企業｣ だからで, 民族的な意識でそうしているわけ




しかし, 阪神・淡路大震災 (1995年) においては, ケミカルシューズの関連企業が最も
集積していた神戸市長田区において甚大な被害にあった (全体の９割の企業が何らかの被
害を受け, 企業数が40％近く減少した)｡ その際, 復興の様子を見てみると, かなり早期
に復興している｡ メーカーの２割が１週間後に生産活動を再開し, ３ヶ月後には全体の８
割を超える企業が操業再開を果たしているという(19)｡ 早期の操業再開の要因として山本
は, 一カ所に集積していたことで, 足並みのそろった動きをすることができた, 問屋から











たものに韓載香 (2010) がある｡ 韓載香は, 在日韓国・朝鮮人が所有・経営する企業とそ
れにより構成される産業について, 地域との関連も踏まえながら分析を行った｡ それによ
ると, 在日企業は特定の業種に偏る傾向があり, それらは地域的な集積を形成することも
ある｡ また, 在日の人々を取り巻く様々な制約 (差別や偏見など) の影響により, 彼らは
民族的なつながりを基礎とした結束力のあるコミュニティを形成し, その中で素早い情報
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価値生産を目指した｣ 台東区の取り組みであり, 1999年から地域ブランド, 異業種交流, コンテストなどを
行っていた｡ 現在では行われていないようである｡ 山本 (2008年) 121ページほか｡
 同書 146～150ページ
伝達が行われていた｡ これが結果的に産業経済の変化にスピーディーに対応し, 独自の発













内田純一 (2009年) は, イノベーションの発生が国レベルで異なるだけでなく, 地域に
よっても異なると述べている｡ それによると, イノベーションは同一国内において地域的
な偏在の度合いが大きく, イノベーションに適した地域にそれを求める企業が流入すると







R. フロリダ (2007, 2008年) はアメリカの都市における住民の属性を統計的に比較し
て, 創造的な職業に従事している人の比率が高い地域ほど成長性が高く, 逆に製造業で働
く人やサービス産業の従事者が多い地域ほど停滞している, という分析を行っている｡ ク
リエイティブクラスと呼ばれるのは科学者・技術者, 詩人, 俳優, 役者, 大学教授などの
創造的な職業に従事している人々のことであり, こうした人々を引きつける地域において,
創造的産業が発展するというのである｡
優れた資質を持った人々を集める際に有効な指標として, フロリダ (2007) は３つのＴ
をあげている｡ すなわち, Technology (技術), Talent (才能), Tolerance (寛容) である｡
これらの指標をもとに都市を指数化して将来性を判定する方法が, フロリダの研究で示さ




 韓 載香 (2010年) 334～335ページ
 同書 97～101ページ










日本の産業集積において, しかも歴史のある ｢古い｣ 産業地域でのイノベーションの分
析というのはなかなか見ることはできない｡ １で示したように, 筆者はたまたま東京の













(1879年) や深川セメント (1873年), 石川島造船所 (1853年, 水戸藩の徳川斉昭により
設立, 明治政府の官営工場となるが1876年に平野富二に払い下げ), 東京砲兵工廠 (1871
年～1935年, 跡地は後楽園球場→現東京ドーム球場となる) などがあり, 民間では佃島製
作所 (1907年創立, 後に日立製作所の一部となる), 平岡工場 (1890年創業, 後に汽車製
造に吸収) などがある｡ これらの工場の出身者が城東地域で独立して小工場を設立したと
いう(28)｡
『全国工場通覧』 (1911年) によると, 金属プレス, ダイカスト, メッキ, 歯車, バネ,
金型等の機械関連基盤産業 (板倉らの著作では ｢底辺産業｣ となっている) は, 城東地域
に40％が集中していた(29)｡
機械金属関係の小零細企業としては, 官民の大規模近代工場の労働者が独立したケース




 フロリダ (2007) 48ページ
 板倉勝高他 (1973年) 110ページ
 同書 110～111ページ
大正時代になると, この地域には自転車, 人力車, メリヤス織機, 印刷機械などの消費
財生産が盛んとなり, 本所, 荒川を中心に金属プレス, 歯車, メッキ, 金型などの基盤産
業が形成された(31)｡
第２次世界大戦後, 高度経済成長が始まった昭和30年頃の城東地域の製造業を見ると,
隅田川, 荒川等の河川流域に立地した化学, 繊維, 機械の大規模工場群を見ることができ
る｡ 繊維関係では, 墨田区・荒川区にあった鐘淵紡績, 大日本紡績等の綿紡績, 毛織物の
企業群であり, これらは隅田川流域に立地していたが, 現在ではほとんど残っていない｡





その一方, 小零細工場による輸出雑貨の製造地域も形成されていた｡ 渡辺 (1981年) に
よると, この地域の小零細企業の創業年は高度成長期に入った1955年以降が60％以上を占
める｡ 創業前の地位をみると, 同業従業員が70％前後となっており, 同一地域の中で経験
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表１ 昭和30年代初期における城東地域の製造業企業














































 『東京都区別地図大観』 (1958年) に示されている工場名を拾ってみたもの｡ 一部に追加した工場もある｡
を積んで開業していることがわかる(33)｡ 輸出雑貨の内容であるが, 一定地域への集積を
伴ったケースが多い｡ 具体的には青砥・立石周辺の金属玩具, 町屋の鉛筆, 台東区の袋物・
履物, 葛飾区のアンチモニー製造業などである｡
このうち荒川区の機械製造企業について調査した青木英一 (1997年) は, 産業機械関係
の企業を調査して, 創業者が荒川区内で技術を習得して独立したこと, 発注企業に近接し
ていること, 関連下請け企業を自社の周辺に確保していること, などを特徴としてあげて
























たと認めることができる｡ ただブームは長続きせず, いつの日か消えていた｡ 同社で興味
深いのは, バネを使ったエキスパンダーの開発とその成功により, スポーツ用品分野の製
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売 上 高 従業者数
表彰時 ２億５千万円 11人
現 在 7700万円 ７人
 渡辺幸男 (1981年) 258～267ページ
 青木英一 (1997年) 33～45ページ
 板倉勝高他 (1973年) 前掲書 140ページ
品を作るようになったことである｡ これは製品を扱う問屋とのつきあいから生じたもので,
それに同社が応えたということのようである｡ 現在でも, 体育館で用いられるラック, バ























売 上 高 従業者数
表彰時 39億1100万円 80人























製品の製造において, メッキ, 塗装, プレス, 溶接などで城東地域の中小企業に外注を
出している｡ 外注先は30社程度であるが, そのうち都内が27社で, そのうちの３分の１が
同社が立地する荒川区にある｡
同社と地域との関係を見ると, まずデザイナーとの接触の機会があったことがあげられ









 DT 工業株式会社(1991年度, 第５回)
DT 工業の主力製品はギアポンプである｡ この製品は, ギアのかみ合わせによって圧力
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売 上 高 従業者数
表彰時 ７億６千万円 38人
現 在 ３億７千万円 33人
売 上 高 従業者数
表彰時 16億5300万円 102人
現 在 10億8200万円 90人
をかけて液体を送り出すという構造を持っており, 通常のポンプと異なる用途に用いられ
る｡ 具体的には, 高温・高圧・粘高度の液体 (化学薬品, 油脂, 食品など) の搬送に用ら
れ, 企業や行政 (化学消防車, 原子力発電所など) で使用されていて, 顧客は民間80％,








話し合う関係が構築された｡ その結果, 中途での退職が減少して勤続年数が長くなり, そ
れだけ技術蓄積が行われやすくなったのである｡ 新製品の開発においては, 社内に新技術
開発委員会が立ち上がり, 各セクションから選抜された社員が参加して開発を行う事になっ
ている｡ ｢ユーザーからの注文は断らない｣ を社是として, 必要とされる製品のレベルに
社内の技術を引き上げながら持続的な改良を行う, という形で製品開発を行ってきた｡ ま


















案件が持ち込まれるという｡ 業界では ｢困ったときの SK 頼み｣ という言葉があるようだ｡
こうした提案能力は社長が様々な経験を積み上げた中から引き出すものもあれば, 社員
― ―109
売 上 高 従業者数
表彰時 ２億５千万円 13人


























可能にした要因として, 社長の創造力の豊かさ, 設計者の設計能力, それを支える地域の
部品企業のサポート力の３点をあげることができよう｡






売 上 高 従業者数
表彰時 ５億円 13人
現 在 16億円 52人
売 上 高 従業者数
表彰時 １億7000万円 ９人










主要な顧客は防災用品製造業大手の YP 社で, 同社の売上の６割を占めているが, 他に
防災機器や建築金物関係の企業300社とも取引を行っている｡ 同社の強みは外注を使わず
に自社で一貫生産していることで, 塗装など一部を外部企業に委託している｡












売 上 高 従業者数
表彰時 １億6400万円 13人
現 在 ２億1100万円 18人
表２ 城東地域における中小企業のイノベーション
企業名 事業タイプ イノベーションの形態 所在地
KY 発条 受注型 環境変化に柔軟に適応 葛飾区堀切
NY 製網 自社製品 地域技術活用による創発 葛飾区堀切
TCN 自社製品 顧客ニーズの吸い上げ 葛飾区堀切
TK ベル 自社＋受注 地域技術活用 荒川区西尾久
DT 工業 自社製品 自社蓄積技術活用 荒川区西尾久
MK 電機 自社製品 他社技術の応用と自社技術の開発 荒川区東尾久
SK 製作所 受注＋自社顧客 顧客ニーズの吸い上げ 荒川区町屋










しながら事業を行っており, その地域に独自の雰囲気をもたらした｡ 尾高煌之助 (1993年)
によれば, 明治時代初期の職人の居住地域として, ｢芝から日本橋, 京橋を経て神田にい







零細企業が発生し, 様々な業種の小零細企業による ｢産地｣ の形成も見られた｡
 城東地域中小企業に見る職人型中小企業のイノベーション
江戸時代から続いて形成されてきた産業地域において, どのような産業風土が形成され







た｡ 設備機械の更新・増設や企業管理の合理化の浸透などにより, かつてのような ｢職人
的世界も工場現場から消え去った｣ と述べている(39)｡
尾高は職人の定義として次の４点をあげている｡ ①労働手段 (道具, 小設備) を持って




 尾高煌之助 (1993年) 58ページ 地名として紺屋町, 大工町, 木挽町などが残っていた｡













筆者が調査で見聞した事例でも, 顧客が示した簡単なスケッチ (マンガ) に基づいて製
品化することができる中小企業がある｡ また複雑な形状をした製品の製造方法においても
創造力を発揮して形にすることができる｡ つまり, かつての職人が持っていた自主裁量権















は限らない｡ ５で示した企業の事例でわかるように, 企業としては現代企業であるが, 自




























具体的には, 追跡調査した企業の中では SK 製作所, TK ベル, TCN が該当し, 他に

























































ここでいう転写とは, 親子, 親方と弟子, 経営者と社員, 近隣の工場の社員同士など様々
であるが, 企業や家庭という一般的な組織の枠組みを超えて伝えられてきたものである｡
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 横井昭裕 (1997年) 50～52ページ｡ たまごっちのキャラクターのイラストを手がけた人は, 25歳で30以上の
アルバイトを転々として続けてきており, 仕事ぶりもかなり不規則で社内でもトラブルを引き起こすような
タイプの人物だったようだ｡ 大都市にはこのような人が生活できるような寛容さがある｡
 渡辺幸男は京浜地域の機械関係中小企業の変化を研究してきた｡ それによると, この地域の機械・金属加工
中小企業の特色としてかつては量産型の部品生産を行っていたが, 後に業務の専門化, 受注範囲の広域化が







これは東京という巨大市場の中で事業活動を行っていることで, 市場の動向 (流行) に敏
感になったり, 商社や発注企業, 消費者からの多様な注文を受けているうちに, 自然と備
わってきた能力が働いているものと思われる｡ また企業の経営者や社員 (または社外の関
係者) の中に, 高度に洗練され, 研ぎ澄まされた感性を持つ者がおり, こうした人材が消
費者の需要を先取りするような商品開発を行っているのである｡
このように表彰企業は伝統的な職人的技能の転写や, 東京の文化的熟成による刺激を受
けながら, クリエイティブな製品 (技術) を開発してきた｡ これらの企業は単独で事業を
























いる｡ それによると, 当時家は ｢職住一致の５軒長屋｡ 土間に機械が置かれ, 家族が住む部分は一間だけ｡
ちょっと景気がいいと機械のスペースが自然と増えるから住むところは狭くなる｡ 寝ている場所で機械が回っ
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不況が続いた時期である｡ 今回の震災の影響は含まれないが, 金融不安 (1997～98年),
リーマンショック (2008年) のような大きな景気後退が見られた｡ この間に都内の信用金
庫では再編成が進み, 金庫数が58から23へと大幅に減少した時期でもあった｡
これまでに表彰された約2000社のうち, 製造業が50％を占めており業種的な偏りが見ら









ションを見たときに, 同地域の独自の産業的雰囲気 (風土) が影響していることが確認で
きた｡ それが職人型中小企業によるイノベーションである｡
この地域では歴史的に生産現場において職人的な生産活動が行われてきており, そうし
た活動の影響が現在まで何らかの形で続いている｡ この地域で活動する企業の多くは小零
細企業であり, かつ生業的な企業が多い｡ こうした企業においては生活と企業活動とが分
離しておらず, 家族全体で事業を支える構造になっている｡ こうした事業形態から職人的
な生産のあり方が継承され, 地域全体の社会環境として残っているのである｡
これら職人型中小企業は経済の成長と成熟化の中で創造型中小企業に進化している｡ さ
らにこれらの中小企業は問題解決型中小企業と高感度・高機能製品製造中小企業とに分化
している｡
以上が表彰企業の分析によって得られた仮説であり, 本論文の主旨である｡
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